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完全母乳育児と HIV 感染 

Exclusive Breastfeeding and HIV Infection 

 

背景 

研究は、HIV陽性の女性から生まれた乳児のウイルス感染を減らすために、完全母乳育児を少なく

とも半年以上続けるか、完全人工乳育児にすべきだと示唆している。母乳育児は、貧困の状況で、安

全な人工乳を得るための清浄な水と燃料が不十分である場合には特に重要であるが、文化規範や生活

環境によって影響を受け得るものでもある。政策、勧告、支援や情報提供は、地域や国によって多様

であり、共有することができるアイデアと経験が豊富に存在することは明らかである。 

 

所信声明 

国際助産師連盟は、HIV感染している状況下で出産をむかえる女性には授乳法の選択肢に関する明

確な情報が必要であり、完全母乳育児が選択された場合には、それを達成するための支援が必要であ

ると確信している。また ICM は、政治的主導権や女性のために提供した支援の経験について、会員

協会が相互に共有できれば、提供できるサービスの向上につながると確信している。 

 

見解 

国際助産師連盟は、母親が HIV陽性であれば、完全母乳育児もしくは完全人工乳育児が必要である

こと、および、ある環境においては安全な人工乳育児の実現が、それどころか完全母乳育児さえも、

困難であると認識している。ICM は、女性が上記の選択肢を達成することを支援する助産師、政策決

定者、その他の中心となる人物に情報提供するために、見聞の収集とその普及を強く奨励する。 

 

会員協会への指針 

会員協会は、政策や情報提供を主導的に行った経験や、HIV陽性の女性が適切な授乳法を決定・実

行することの支援、特に人工乳が安全でない場合に少なくとも 6ヶ月の完全母乳育児を達成するため

に行なった支援の経験について、他の協会と共有することを強く奨励される。 

地域代表と ICM理事会には、次のことが強く奨励される： 

 HIV と、完全母乳育児を含めた授乳方法に関する適切な調査 

 共有された見聞のデータベースの構築もしくは出版物の発行 

 

関連 ICM 文書 

・ ICM 所信声明「母乳育児」（1999） 
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